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西
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海

一

　
親
鷺
の
『
自
然
法
爾
」
の
消
息
は
、
自
ら
が
、
激
烈
な
求
道
を
通
し
て
到
達
し

た
信
の
最
終
的
境
位
を
端
的
に
吐
露
し
た
法
語
で
あ
る
。
そ
れ
は
後
に
明
ら
か
に

な
る
よ
う
に
全
生
涯
を
あ
げ
て
の
宗
教
的
思
惟
と
実
践
の
結
晶
と
も
云
う
べ
き
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
親
鷺
の
信
と
思
想
の
深
化
の
極
限
的
世
界
が
開
示
さ
れ
、

そ
の
深
い
信
と
思
想
が
、
こ
の
歴
史
的
現
実
の
で
き
ご
と
と
深
く
か
か
わ
る
宗
教

的
実
践
と
の
対
応
を
あ
ら
わ
に
す
る
も
の
と
し
て
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

更
に
、
今
日
、
西
洋
の
思
想
と
東
洋
の
精
神
が
深
遠
な
次
元
の
対
話
が
求
め
ら
れ
、

そ
の
新
し
い
地
平
か
ら
人
間
の
未
来
を
き
り
開
く
精
神
の
境
位
が
模
索
さ
れ
よ
う

と
す
る
と
き
、
こ
の
法
語
に
示
さ
れ
た
親
鶯
の
信
の
尊
位
の
世
界
性
も
明
ら
か
に

さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
点
に
視
座
を
お
き
、
親
鶯
の
「
自
然
法
爾
」
に
み
ら
れ
る
信
の

境
位
の
意
義
と
歴
史
的
現
実
と
の
か
か
わ
り
を
探
ろ
う
と
す
る
の
が
小
論
の
意
図

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二

ま
ず
、
そ
の
本
文
を
か
か
げ
て
み
よ
う
。

　
自
然
と
い
ふ
は
、
自
は
を
の
つ
か
ら
と
い
ふ
、
行
者
の
は
か
ら
い
に
あ
ら
ず
、

　
然
と
い
ふ
は
し
か
ら
し
む
と
い
ふ
こ
と
ば
な
り
。
し
か
ら
し
む
と
い
ふ
は
行

　
者
の
は
か
ら
い
に
あ
ら
ず
、
如
来
の
ち
か
い
に
て
あ
る
が
ゆ
へ
に
法
爾
と
い

　
ふ
。
法
爾
と
い
ふ
は
、
こ
の
如
来
の
御
ち
か
ひ
な
る
が
ゆ
へ
に
し
か
ら
し
む

　
る
を
法
爾
と
い
ふ
な
り
。
法
爾
は
こ
の
御
ち
か
ひ
な
り
け
る
ゆ
え
に
、
を
よ

　
す
行
者
の
は
か
ら
ひ
の
な
き
を
も
て
、
こ
の
法
の
徳
の
ゆ
へ
に
し
か
ら
し
む

　
と
い
ふ
な
り
。
す
べ
て
ひ
と
の
は
じ
め
て
は
か
ら
は
ざ
る
な
り
。
こ
の
ゆ
へ

　
に
義
な
き
を
義
と
す
と
し
る
べ
し
と
な
り
。
自
然
と
い
ふ
は
、
も
と
よ
り
し

　
か
ら
し
む
る
と
い
ふ
こ
と
ば
な
り
。
弥
陀
佛
の
御
ち
か
ひ
の
、
も
と
よ
り
行

　
者
の
は
か
ら
ひ
に
あ
ら
ず
し
て
、
南
元
阿
弥
陀
佛
と
た
の
ま
せ
た
ま
ひ
て
む

　
か
へ
ん
と
、
　
は
か
ら
は
せ
た
ま
ひ
た
る
に
よ
り
て
、
　
行
者
の
よ
か
ら
ん
と

　
も
、
あ
し
か
ら
ん
と
も
お
も
は
ぬ
を
、
自
然
と
は
ま
ふ
す
そ
と
き
、
て
さ
ふ

　
ら
ふ
。
ち
か
ひ
の
よ
う
は
、
元
上
佛
に
な
ら
し
あ
ん
と
ち
か
ひ
た
ま
へ
る
な
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「
自
然
法
爾
」
消
息
の
意
味
す
る
も
の

　
　
り
。
元
上
唇
と
ま
ふ
す
は
、
か
た
ち
も
な
く
ま
し
ま
す
、
か
た
ち
も
ま
し
ま

　
　
さ
ぬ
ゆ
へ
に
自
然
と
は
ま
ふ
す
な
り
。
か
た
ち
も
ま
し
ま
す
と
し
あ
す
と
き

　
　
に
は
、
減
上
浬
樂
と
は
ま
ふ
さ
ず
。
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ぬ
や
う
を
し
ら
せ

　
　
ん
と
て
、
は
じ
め
て
弥
陀
佛
と
ま
ふ
す
と
そ
き
、
な
ら
ひ
て
さ
ふ
ら
ふ
。
弥

　
　
陀
佛
は
自
然
の
や
う
を
し
ら
せ
ん
れ
う
な
り
。
こ
の
道
理
を
こ
＼
う
え
つ
る

　
　
の
ち
に
は
、
こ
の
自
然
の
こ
と
は
つ
ね
に
さ
た
す
べ
き
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。

　
　
つ
ね
に
自
然
を
さ
た
せ
ば
、
義
な
き
を
義
と
す
と
い
ふ
こ
と
は
、
な
お
義
の

　
　
あ
る
に
な
る
べ
し
。
こ
れ
は
佛
智
の
不
思
議
に
て
あ
る
な
る
べ
し
。

　
　
　
正
嘉
武
年
十
二
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
　
　
愚
禿
親
鶯
八
十
六
才

　
こ
の
自
然
法
爾
の
法
語
が
準
正
の
死
の
四
年
前
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
特
定

の
人
へ
の
返
事
と
し
て
の
消
息
で
な
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
親
達
の
最
終
的
信
の

境
位
の
吐
露
と
み
ら
れ
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
先
ず
、
親
鷺
に
お
け
る
教
義
、
思

想
の
形
成
課
程
を
で
き
る
だ
け
実
証
的
に
み
と
ど
け
る
作
業
か
ら
出
発
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
最
少
限
度
の
基
礎
的
作
業
と
し
て
、
親
鶯
の
教
義
、
思
想
の
内
景
を

具
体
的
に
示
す
『
著
書
』
『
消
息
』
『
書
与
聖
教
』
の
成
立
過
程
を
検
討
し
て
整

理
し
て
み
た
い
と
思
う
。

寛
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）
五
八
才

文
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二
三
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）
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才

仁
治
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四
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）
六
九
才
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1
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日

「
唯
信
妙
」
与
す
　
専
修
寺
蔵
真
蹟
奥
書

「
唯
信
紗
」
与
す
　
　
　
　
〃

「
唯
信
紗
」
与
す

　
　
　
　
　
真
宗
法
要
本
校
異
所
載
奥
書

「
唯
信
紗
」
与
す
　
　
　
　
〃

「
自
力
他
力
事
」
与
す

宝
治
二
（
一
二
四
八
）
七
六
才

建
長
二
（
一
二
五
〇
）
七
八
才
　
1
0
月
1
6
日

建
長
三
（
＝
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五
「
）
七
九
才
　
閏
6
月
2
0
日

建
長
四
（
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五
二
）
八
○
才
　
3
月
4
日

建
長
四
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）
八
0
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建
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建
長
八
（
一
二
五
六
）
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元
元
）

（　
「
人
出
二
門
偶
」
の
一
本
〔
下
総
鬼
長
聖
徳
寺
蔵
本
」

　
是
年
（
？
）
三
月
四
日
の
奥
書
あ
り
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月
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3
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常
陸
の
門
弟
に
書
状
を
し
た
た
む
（
末
燈
紗
）

「
唯
信
妙
」
を
与
す
恵
空
与
伝
本
所
載
奥
書

「
後
世
物
語
聞
書
」
与
す

　
　
　
　
　
　
真
宗
法
要
本
校
異
所
載
奥
書

「
二
河
白
道
響
喩
」
延
書
す

　
　
　
　
茨
木
県
驚
子
照
孜
寺
旧
草
本
奥
書

「
浄
土
和
讃
」
与
す
　
反
故
裏
書

「
一
念
多
念
分
別
事
」
与
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
恵
空
与
伝
馬
奥
書

「
浄
土
和
讃
」
与
す
　
専
修
寺
草
本
奥
書

「
尊
号
真
像
銘
文
」
　
（
略
本
）
　
一
巻
な
る

　
　
　
　
　
　
福
井
県
法
雲
書
壇
真
蹟
奥
書

「
本
願
相
応
集
」
与
す

　
　
　
　
　
　
岐
阜
県
弓
長
寺
蔵
本
奥
書

「
浄
土
文
類
聚
紗
」
与
す

「
三
帰
往
生
文
墨
」
　
（
略
本
）
　
一
巻
な
る

　
　
　
　
　
　
　
西
本
願
寺
蔵
真
蹟
奥
書

「
愚
禿
妙
」
二
巻
な
る

　
　
　
　
専
修
寺
顕
智
与
本
石
川
県
本
会
寺

　
　
　
　
覚
如
与
本
会
章
台
二
字
台
本
奥
書

か
さ
ま
の
念
仏
者
の
う
た
が
ひ
と
は
る
事
を

　
　
写
す
（
大
谷
活
本
願
寺
蔵
真
蹟
奥
書
）

「
皇
天
子
聖
徳
奉
讃
」
　
（
七
十
五
音
）
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
修
寺
蔵
本
奥
書

「
入
出
二
門
偶
」
な
る

　
　
　
　
　
　
福
井
県
法
雲
寺
蔵
本
奥
書

　
　
　
　
　
　
　
恵
空
与
手
本
所
載
奥
書

「
浄
土
和
讃
」
　
「
高
僧
和
讃
」
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
専
修
寺
蔵
真
蹟
奥
書

「
唯
信
妙
文
意
」
一
巻
な
る
　
盛
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
誓
寺
草
奥
書

　
「
有
念
無
念
事
を
な
る
」
　
（
末
燈
鋤
）

「
浄
土
文
類
聚
紗
」
一
巻
専
修
寺
蔵
本
奥
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
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止
嘉
元
（
一
二
五
七
）
八
五
才

3
月
2
4
日

4
月
1
3
日

5
月
2
8
日

7
月
2
5
日

10

獅
Q
5
日
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獅
Q
8
日

5
月
2
9
日

10
獅
R
0
日

11

獅
W
日

11

獅
Q
9
日

1
日
1
2
日

1
月
2
7
日

2
月
1
7
日

2
月
3
0
日

　
3
月
2
日

閏
3
月
2
日

3
月
2
1
日

5
月
1
1
日

6
月
5
日

「
唯
信
紗
文
意
」
与
す

　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
高
徳
寺
蔵
本
奥
書

「
四
十
八
誓
願
」
な
る

背
信
に
書
状
を
し
た
た
む

　
　
　
　
　
（
高
田
派
専
修
寺
蔵
自
筆
書
状
）

「
往
生
論
註
」
に
加
点
す

西
本
願
寺
蔵
真
蹟
奥
書
翌
日
同
（
中
末
）
与
す

十
字
八
字
な
ど
の
尊
号
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
修
寺
荘
真
蹟
裏
書

六
字
十
字
な
ど
の
尊
号
な
る
　
真
蹟
銘

異
議
の
唱
尊
に
よ
っ
て
、
息
男
を
義
絶
す

（
高
田
派
専
修
寺
蔵
義
絶
状
）
ま
た
是
日
そ

の
旨
を
性
信
に
報
ず
（
血
脈
文
集
）

「
西
方
指
南
紗
」
（
下
本
）
を
専
修
寺
真
蹟
裏
書

同
（
下
本
）
与
す

「
往
回
向
還
相
延
文
類
」
な
る

　
　
　
　
　
　
　
愛
知
県
上
宮
寺
蔵
本
奥
書

「
西
方
指
南
蔵
」
　
（
上
来
上
本
）

校
合
専
修
寺
詣
真
蹟
奥
書

「
唯
信
砂
文
意
」
与
す

「
一
念
多
念
文
意
」
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
本
願
寺
真
蹟
奥
書

「
聖
徳
太
子
奉
讃
（
＝
四
首
）
な
る

　
　
　
　
　
　
　
愛
知
県
満
性
寺
蔵
本
奥
書

コ
ニ
経
往
生
文
類
」
広
本
な
る
興
正
派
興
正

寺
蔵
伝
真
蹟
奥
書

書
状
を
し
た
た
む
、
文
末
に
「
目
も
み
え
ず

候
な
に
ご
と
も
（
末
燈
紗
）
み
な
わ
す
れ
て

候
」
云
々
の
句
あ
り

「
如
来
二
種
廻
向
文
」
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
修
寺
蔵
本
奥
書

「
上
宮
太
子
御
記
」
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
本
願
寺
蔵
本
奥
書

「
文
類
聚
紗
」
に
加
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
大
学
蔵
本
奥
書

「
自
然
法
爾
」
消
息
の
意
味
す
る
も
の

正
嘉
二
（
一
二
五
八
）
八
⊥
ハ
才

正
元
元
（
一
二
五
九
）
八
七
才

文
応
元
（
一
二
六
十
）
八
八
才

文
応
元
（
一
二
六
〇
）
八
八
才

8
月
6
日

10

獅
P
0
日

10

獅
P
5
日

7
月
2
8
日

8
月
1
8
日

9
月
2
4
日

12

獅
P
4
日

9
月
1
日

11

獅
P
3
日

12

獅
Q
日

「
一
念
多
念
文
愚
」
与
す
真
宗
法
要
本
奥
書

性
信
に
書
状
を
し
た
た
む
（
末
燈
紗
、
血
詠

文
集
、
善
性
本
、
御
消
息
集
）

真
旦
に
書
状
を
し
た
た
む
（
末
燈
紗
、
善
性

本
、
御
消
息
集
）

「
尊
号
真
像
銘
文
」
　
（
広
本
）
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
修
寺
蔵
真
蹟
奥
書

「
三
部
経
大
意
」
与
す
専
修
寺
蔵
真
蹟
奥
書

「
正
像
未
和
讃
」
な
る
　
専
修
寺
蔵
本
奥
書

顕
智
、
三
条
富
小
字
善
法
坊
に
お
い
て
法
語

を
聞
書
す
「
獲
得
名
号
自
然
法
爾
御
書
」

「
選
択
集
」
　
（
和
字
）
写
す

来
信
に
書
状
を
し
た
た
む
（
末
燈
妙
）

「
弥
陀
如
来
名
号
徳
」
な
る
　
松
本
市
正
行

寺
蔵
本
奥
書
是
年
正
像
未
和
讃
を
神
訂
す
（

？
）
文
明
版
和
讃
識
語

　
〔
附
記
〕

1
、
こ
こ
で
親
書
の
主
著
「
教
行
信
証
」
六
巻
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
ず
く
で
あ

　
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
元
年
完
成
説
、
元
年
起
草
説
、
帰
洛
後
完
成
説
、
さ
ら
に
、

　
三
后
ま
で
加
筆
さ
れ
て
い
る
と
い
う
見
解
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
筆
者
は
「
教
行

　
信
証
』
六
巻
は
六
十
一
、
二
才
ご
ろ
ま
で
に
一
応
そ
の
基
幹
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
七
十

　
五
才
（
こ
の
年
二
月
五
日
尊
蓮
が
教
行
信
証
を
写
し
て
い
る
〔
大
谷
大
学
蔵
本
所
戴
、
寛

　
永
当
所
載
奥
書
〕
）
ま
で
に
多
く
改
訂
を
加
え
、
更
に
晩
年
ま
で
補
訂
を
加
え
た
と
い
う

　
立
場
を
と
り
た
い
と
思
う
。

　
〔
諸
真
蹟
本
、
特
に
坂
東
本
真
与
野
行
信
証
の
筆
蹟
研
究
な
ど
の
書
誌
学
的
研
究
な
ど
を

重
視
〕

2
、
　
「
三
蓋
信
証
』
と
『
文
類
聚
妙
」
も
そ
の
成
立
の
前
後
が
論
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

　
　
し
「
愚
禿
紗
』
に
つ
い
て
も
法
然
門
下
時
代
成
立
が
推
測
さ
れ
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ

　
　
る
よ
う
な
状
況
が
あ
る
。

3
、
な
お
親
驚
に
は
『
観
経
弥
陀
経
集
註
」
　
（
西
本
願
寺
真
蹟
本
荘
）
が
あ
る
、
こ
れ
は
そ

　
の
筆
蹟
研
究
、
そ
れ
に
、
建
保
五
年
（
｝
二
一
七
）
　
〔
親
鷺
四
十
五
才
〕
発
見
の
「
般
舟

3



　
　
　
　
　
「
自
然
法
爾
」
消
息
の
意
味
す
る
も
の

　
讃
」
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
更
に
中
国
で
慶
元
六
年
（
一
二
〇
〇
）
発
刊
の
「
楽

　
邦
文
類
」
を
特
別
に
朱
書
し
て
い
る
点
な
ど
に
よ
る
推
定
か
ら
、
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）

　
親
驚
四
十
五
才
以
前
の
作
品
が
一
書
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

4
、
こ
の
年
表
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

　
宮
崎
円
尊
博
士
稿
「
親
鶯
上
人
年
譜
」
　
（
龍
谷
大
学
論
集
親
齋
聖
特
集
号
所
版
）

　
石
田
元
之
博
士
「
親
書
聖
人
に
於
け
る
思
想
深
化
の
問
題
」

　
に
よ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
く

　
以
上
は
奥
書
や
識
語
な
ど
を
中
心
に
摘
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
年
代

不
明
の
も
の
も
な
い
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は
今
后
の
書
誌
学
の
前
進
を
待
た
ね
ば

な
う
な
い
。

　
い
ま
、
こ
の
前
唄
の
著
書
、
消
息
、
書
写
聖
教
を
系
列
的
に
整
理
し
て
み
た
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
親
鶯
の
著
作
活
動
は
上
記
の
主

著
『
教
行
信
証
』
、
『
観
経
弥
陀
経
集
註
』
を
別
に
し
て
は
七
十
六
才
の
宝
治
二
〔

一
二
四
八
〕
か
ら
八
十
六
才
の
正
嘉
二
〔
一
二
五
八
〕
の
十
年
間
に
集
中
的
に
な

さ
れ
、
特
に
八
十
三
才
（
建
長
七
〔
一
二
五
五
〕
）
か
ら
八
十
六
才
（
正
嘉
二
〔

一
二
五
八
〕
）
ま
で
は
そ
の
ピ
ー
ク
を
な
し
て
い
る
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
語

ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
極
め
て
総
括
的
に
云
え
ば
、
歴
史
的
に
は
善
鶯
事
件
に
よ

っ
て
重
大
な
事
態
を
も
た
ら
し
た
異
解
に
ま
つ
わ
る
時
期
に
あ
る
こ
と
、
信
、
思

想
の
立
場
か
ら
は
そ
れ
を
契
機
と
し
て
み
ず
か
ら
の
己
証
を
直
載
に
述
べ
る
と
い

う
心
境
に
あ
っ
た
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
。
こ
の
著
述
全
体
の
傾
向
は
、
消
息
に
限

っ
て
み
て
も
、
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
が
云
え
る
こ
も
注
意
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う

し
て
み
る
と
、
こ
の
『
自
然
法
爾
」
の
法
語
は
、
善
鷺
事
件
を
頂
点
と
す
る
異
解

の
葛
藤
を
通
過
し
、
そ
の
歴
史
的
情
況
へ
の
親
鶯
の
信
の
立
場
が
鋤
打
ち
さ
れ
て

い
る
と
い
う
著
作
活
動
の
総
決
算
と
も
云
う
べ
き
意
味
の
あ
る
こ
と
が
あ
ら
わ
に

な
る
の
で
あ
る
。

三

　
親
鷺
の
著
述
の
多
く
が
善
鶯
事
件
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
近

　
　
　
　
　
　
　
　
②

時
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
情
況
へ
鋤
打
ち
さ

れ
る
信
、
思
想
内
容
は
、
突
然
形
成
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
も
考
慮
さ
れ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

　
「
観
経
弥
陀
集
註
』
に
み
ら
れ
る
親
鶯
四
十
五
才
（
＝
一
一
七
ご
ろ
ま
で
の
教

義
、
思
想
の
内
容
は
、
善
導
の
観
経
疏
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
『
選
揮
集
」
の
伝

承
と
研
究
と
い
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
換
言
す
れ
ば
当
時
の
法
然
門
下
に

お
い
て
の
共
通
の
傾
向
で
も
あ
り
、
そ
れ
は
、
第
十
八
願
に
薫
ず
る
称
名
一
行
専

修
を
浮
彫
に
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
こ
の
時
期
は
善
導
・
法
然
教
学
の

研
究
時
代
と
い
わ
れ
る
と
き
で
あ
る
。

　
次
い
で
、
『
淫
行
信
証
」
時
代
と
も
い
う
べ
き
時
期
に
お
い
て
は
単
に
善
導
・

法
然
の
伝
承
、
更
に
そ
れ
を
深
み
た
と
思
わ
れ
る
聖
覚
の
『
唯
信
鋤
」
隆
寛
の
「

具
三
心
義
』
『
極
楽
浄
土
宗
義
」
の
路
線
を
踏
ま
え
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
す
わ

り
は
大
経
を
中
心
と
す
る
も
の
と
な
り
、
従
っ
て
観
経
、
小
量
の
隠
顕
の
教
義
体

系
の
確
立
と
い
っ
た
深
化
の
跡
が
明
確
化
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
深
化
の
傾
向
は
、
　
『
観
経
弥
陀
経
集
註
」
で
は
僅
か
に
一
文
の
み

の
引
証
に
と
ど
ま
る
曇
鷺
の
『
往
生
論
註
』
が
『
教
行
信
証
」
で
は
極
め
て
フ
ル

に
用
い
ら
れ
て
く
る
こ
と
と
対
応
す
る
。
そ
れ
は
善
導
か
ら
二
型
…
へ
の
傾
斜
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
曇
鷺
の
『
往
生
論
註
」
へ
の
傾
斜
は
、
や
が
て
天
親
の
『
浄
土
論
』
、
そ

し
て
龍
樹
の
『
十
経
論
』
へ
の
昇
華
を
は
ら
む
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
善
導

・
法
然
の
称
名
喜
劇
一
行
の
浄
土
門
の
立
場
を
大
乗
佛
教
の
基
盤
の
上
で
再
構
築

す
る
作
業
と
対
応
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
曇
鷺
の
『
往
生
論
註
』
の
異
用
と
同
時
に
注
視
さ
れ
る
の
は
「
浬
薬
経
」
の
採

用
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
念
佛
一
行
の
基
盤
再
構
築
へ
の
動
向
と
、
教
旨
信
証
に
お

け
る
深
化
の
跡
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
は
有
名
な
「
行
巻
」
の
論
註

二
種
廻
向
文
、
一
乗
海
釈
、
『
渥
葉
経
」
引
文
な
ど
は
注
意
さ
れ
て
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

　
更
に
信
一
念
釈
下
な
ど
に
説
か
れ
る
如
来
等
同
弥
勤
等
同
思
想
の
高
揚
と
、
ど

こ
ま
で
も
現
実
の
人
間
の
実
態
を
『
浬
葉
経
』
に
よ
る
難
化
の
三
機
を
示
す
と
い

う
、
慶
喜
と
悲
歎
の
緊
張
深
化
の
根
限
に
お
い
て
煩
悩
即
菩
提
、
生
死
即
浬
薬
と

い
う
大
乗
道
、
二
種
廻
向
の
救
済
が
示
れ
る
と
こ
ろ
に
浄
土
教
的
立
場
の
基
盤
を

大
乗
佛
教
へ
の
回
帰
の
中
で
の
深
化
が
明
確
化
さ
れ
て
く
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
く

る
。　

次
に
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
親
書
の
圧
倒
的
著
作
の
時
期
と
い
え
る
七
十
六

才
か
ら
八
十
六
才
の
十
年
間
は
、
こ
の
教
行
信
証
に
よ
っ
て
根
幹
を
な
し
た
現
実

相
の
無
限
悪
へ
の
凝
視
と
そ
れ
を
転
成
せ
し
め
る
救
済
極
限
構
造
を
、
具
体
的
に

歴
史
の
中
で
証
し
を
立
て
た
時
代
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
さ
に

自
信
教
人
信
、
信
と
あ
か
し
の
時
代
と
い
え
よ
う
。

　
こ
こ
で
は
歴
史
の
世
界
の
悪
が
見
破
ら
れ
れ
ば
見
破
ら
れ
る
程
、
歴
史
を
超
え

る
法
の
動
態
が
開
示
さ
れ
る
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
大
乗
佛
教
の
展
開
が
明
ら

か
に
な
る
。

　
　
　
　
　
「
自
然
法
爾
」
消
息
の
意
味
す
る
も
の

そ
れ
は
ま
た
、
深
化
さ
れ
た
信
の
境
位
か
ら
の
歴
史
の
世
界
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
こ
の
境
争
か
ら
の
徹
底
的
批
判
の
精
神
が
明
ら
か
に
な
る
。

『
正
坐
未
和
讃
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
人
間
の
時
代
へ
の
批
判
な
ど
は
お
ど
ろ
く
べ

き
宗
教
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
、
本
論
文
で
と
り
あ
げ
た
『
自
然
法
爾
」
の
譲
位
は
、
そ
の
深
化
の
全

道
程
を
は
ら
み
つ
つ
最
終
的
に
表
明
さ
れ
た
教
義
、
思
想
の
吐
露
と
い
う
位
置
を

も
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
「
義
な
き
義
と
す
」
と
い
わ
れ
る
親
署
の
思

索
と
体
験
の
結
晶
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
浄
土
教
の
現
実
相

へ
の
徹
底
的
凝
視
と
大
乗
佛
教
の
転
成
の
世
界
の
極
限
的
思
想
境
位
の
最
終
的
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

明
の
世
界
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四

　
熱
論
の
著
述
全
般
、
消
息
、
書
写
聖
教
な
ど
を
系
列
的
に
整
理
し
そ
の
教
学
、

思
想
の
深
化
を
考
慮
す
る
と
い
う
発
想
を
抱
く
と
き
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
、
親

鶯
の
「
自
然
」
の
用
法
に
も
、
そ
れ
を
適
合
す
る
こ
と
も
当
然
許
さ
れ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

　
親
鷺
の
「
自
然
」
の
用
法
に
注
意
し
て
、
整
理
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。　

A
群

ω
　
「
教
行
信
証
』

　
必
得
超
絶
去
　
往
生
安
養
国
　
自
裁
五
悪
趣

　
　
　
　
　
　
　

　
　
悪
趣
自
然
閉
　
昇
道
無
窮
極
　
易
往
而
無
人

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
其
国
不
逆
違
　
自
然
之
所
牽
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「
自
然
法
爾
」
消
息
の
意
味
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
無
量
寿
経
下
巻
、
信
巻
引
文
）
　
（
真
聖
二
・
7
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

②
　
言
往
生
者
「
大
経
」
言
「
皆
受
自
然
虚
元
之
身
元
極
之
艦
」
　
（
大
経
上
巻
・
真
佛
土
巻

　
引
文
）
　
（
一
四
一
）

㈲
　
何
者
荘
厳
不
三
門
住
持
功
徳
成
就
、
乗
口
7
観
二
佛
本
願
力
一
、
遇
禿
二
空
過
者
「
、
能
令
三

シ
ム
ト
ノ
マ
タ
ヘ
ル
ガ

　
速
満
二
足
功
徳
大
宝
海
一
等
、
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
者
、
蓋
是
阿
弥
陀
佛
本
願
力
他
、
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
當
略
示
二
虚
空
之
相
思
7
能
二
住
持
一
事
顯
二
彼
不
虚
作
住
持
之
義
一
、
乃
至
所
レ
言
不
増
作
住

　
持
者
、
依
二
本
法
蔵
著
薩
四
十
八
願
、
今
日
阿
弥
陀
如
来
自
在
神
力
口
、
願
以
成
レ
カ
、
力
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ガ
ハ

　
就
レ
願
。
願
不
二
徒
然
一
、
力
不
二
虚
設
。
力
願
相
府
畢
意
不
レ
差
、
故
日
二
成
就
層

　
　
　
　
　
　
（
三
三
「
往
生
論
註
」
下
巻
・
行
巻
、
真
題
意
巻
引
文
）
　
（
四
〇
、
＝
二
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ロ

ゆ
　
従
レ
宇
摩
遥
帰
二
自
然
一
、
自
然
即
是
弥
陀
国
、
天
二
天
生
還
即
真
、
行
来
進
止
常
随
レ
佛
、

　
証
二
得
天
為
法
性
身
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
善
導
）
　
「
法
事
讃
」
巻
下
、
真
黒
土
油
引
文
（
一
四
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

㈲
　
定
散
自
力
の
稻
名
は
、
果
遂
の
ち
か
ひ
に
帰
し
て
こ
そ
、
お
し
へ
ざ
れ
ど
も
自
然
に

　
真
如
の
門
に
転
入
す
る
（
浄
土
和
讃
）
　
（
四
九
三
）

㈲
　
五
濁
悪
世
の
わ
れ
ら
こ
そ
　
金
剛
の
信
心
ば
か
り
に
て
な
が
く
生
死
を
す
て
は
て
、
印

　
む

　
然
の
浄
土
に
い
た
る
な
れ
（
高
僧
和
讃
）
　
（
五
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
信
は
願
よ
り
生
ず
れ
ば
　
念
佛
成
佛
自
然
な
り
自
然
す
な
わ
ち
報
土
な
り
　
甚
大
浬
葉

　
う
た
が
は
ず
（
同
土
）
　
（
五
一
〇
）

　
B
　
群

ω
　
「
唯
信
鋤
文
意
」

　
「
自
来
迎
」
と
い
ふ
は
、
自
は
み
ず
か
ら
と
い
ふ
な
り
、
弥
陀
元
数
の
化
佛
、
天
数
の
化

　
観
音
化
大
勢
至
等
の
天
量
無
数
の
聖
衆
、
み
つ
か
ら
つ
ね
に
と
き
を
き
ら
わ
ず
、
と
こ
ろ

　
を
へ
だ
て
ず
、
真
実
信
心
を
え
た
る
ひ
と
に
そ
ひ
た
ま
ひ
て
、
ま
も
り
た
ま
ふ
ゆ
へ
に
み

　
つ
か
ら
と
ま
ふ
す
な
り
。
ま
た
「
自
」
は
お
の
つ
か
ら
と
い
ふ
、
お
の
つ
か
ら
と
い
ふ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
自
然
と
い
う
は
し
か
ら
し
む
と
い
ふ
、
し
か
ら
し
む
と
い
ふ
は
行
者
の
は
じ
め
て
と
も
か

　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
サ
　
　
　
ニ
ニ
コ
と
モ
ぢ

　
く
も
は
か
ら
は
ざ
る
に
、
過
去
、
今
生
、
未
来
の
一
切
の
つ
み
を
転
ず
、
転
ず
と
い
ふ
は

　
善
に
か
へ
な
す
を
い
ふ
な
り
。
も
と
め
ざ
る
に
一
切
の
功
徳
善
根
を
佛
の
ち
か
ひ
を
信
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
る
人
に
え
し
む
る
が
ゆ
へ
に
し
か
ら
し
む
と
い
ふ
、
は
じ
め
て
は
か
ら
は
ざ
れ
ば
自
然
と

　
い
ふ
な
り
。
　
（
六
四
一
）

　
B
　
流
布
本
、
　
（
真
宗
本
要
所
収
量
）
正
嘉
元
年
八
月
十
七
日

②
　
　
「
自
来
迎
」
と
い
ふ
は
∵
：
…
過
去
、
　
今
生
、
　
末
来
の
一
切
の
つ
み
を
（
以
上
A
と
同

　
文
）
善
に
転
じ
か
へ
な
す
と
い
ふ
な
り
。
転
ず
と
い
ふ
は
、
　
つ
み
を
け
し
う
し
な
は
ず
し

　
て
善
に
な
す
な
り
、
よ
う
つ
の
み
つ
大
海
に
い
れ
ば
す
な
わ
ち
う
し
ほ
と
な
る
が
ご
と
し
、

　
弥
陀
の
願
力
を
信
ず
る
が
ゆ
へ
に
、
如
来
の
功
徳
を
え
し
む
る
が
ゆ
へ
に
、
し
か
ら
し
む

　
と
い
ふ
。
は
じ
め
て
功
徳
を
え
ん
と
は
か
ら
は
ざ
れ
ば
自
然
と
い
う
な
り
。
　
（
六
二
三
）

国
　
尊
号
真
像
銘
文

　
略
本
（
大
谷
派
本
願
寺
蔵
真
蹟
本
）
建
七
年
六
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
「
自
致
不
退
転
」
と
い
ふ
は
、
自
は
お
の
つ
か
ら
と
い
ふ
、
お
の
つ
か
ら
と
い
ふ
は
衆
生

　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　

　
の
は
か
ら
ひ
に
あ
ら
ず
、
し
か
ら
し
め
て
不
退
の
く
ら
え
に
い
た
ら
し
む
と
な
り
、
自
然

　
と
い
ふ
こ
と
ば
な
り
。
致
と
い
ふ
は
、
い
た
る
と
い
ふ
、
む
ね
と
す
と
い
ふ
、
如
来
の
本

　
願
の
御
名
を
信
ず
る
ひ
と
は
自
然
に
不
退
の
く
ら
い
に
い
た
ら
し
む
を
む
ね
と
す
と
お
も

　
へ
と
な
り
。
　
（
五
六
一
一
一
一
）
　
「
重
詰
不
二
違
自
然
出
所
帝
」
と
い
ふ
は
、
豊
国
は
そ

　
の
く
に
と
い
ふ
、
不
転
違
は
さ
か
さ
ま
な
ら
ず
と
い
ふ
、
た
が
は
ず
と
な
り
、
逆
は
さ
か

　
さ
ま
と
い
ふ
、
違
は
た
が
ふ
と
い
う
な
り
。
真
実
信
心
を
え
た
る
人
は
大
願
業
力
の
ゆ
へ

　
に
自
然
に
浄
土
の
業
因
た
が
は
ず
し
て
、
か
の
業
力
に
ひ
か
る
、
ゆ
へ
に
ゆ
き
や
す
く
天

　
元
大
浬
契
に
の
ぼ
る
に
き
わ
ま
り
な
し
と
の
た
ま
へ
る
な
り
、
し
か
れ
ば
自
然
町
所
帝
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
ま
ふ
す
な
り
他
力
の
至
心
信
楽
の
業
因
の
自
然
に
ひ
く
な
り
と
な
り
。
　
（
五
六
三
）

　
「
必
得
往
生
」
と
い
ふ
は
、
か
な
ら
ず
往
生
を
え
し
む
と
い
ふ
な
り
、
必
は
か
な
ら
ず
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ロ

　
い
ふ
、
か
な
ら
ず
と
い
ふ
は
自
然
の
こ
こ
ろ
を
あ
ら
わ
す
、
自
然
は
は
じ
め
て
は
か
ら
は

　
む

　
ず
と
な
り
、
　
（
五
六
八
）

四
　
廉
本
（
伊
勢
専
修
寺
蔵
真
蹟
本
）
正
嘉
二
年
六
月
二
十
八
日

　
「
自
証
不
退
転
」
と
い
ふ
は
云
々
　
同
文

　
「
其
国
不
勘
違
自
然
之
所
帝
」
と
い
ふ
は
、
其
国
は
そ
の
く
に
と
い
ふ
、
す
な
わ
ち
安
養

　
浄
利
な
り
、
不
逆
比
は
さ
か
さ
ま
な
ら
ず
と
い
ふ
…
…
（
同
文
）
他
力
の
至
心
信
楽
の
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ロ
　
　
む

　
因
の
自
然
に
ひ
く
な
り
、
こ
れ
を
帝
と
い
ふ
せ
、
自
然
と
い
ふ
は
行
者
の
は
か
ら
ひ
に
あ

　
む
　
　
む

　
ら
ず
と
な
り
。
・
（
五
八
O
l
一
）

6



　
「
必
」
は
か
な
ら
ず
と
い
ふ
「
得
」
は
え
し
む
と
い
ふ
、
　
「
往
生
」
と
い
ふ
は
浄
土
に
む

　
ま
る
と
い
ふ
せ
。
か
な
ら
ず
と
い
ふ
は
自
然
に
往
生
え
し
む
と
せ
、
自
然
と
い
ふ
は
は
じ

　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
め
て
は
か
ら
は
ざ
る
こ
々
う
な
り
。
　
（
五
八
八
）

㈲
　
「
一
念
多
念
文
意
』
　
（
大
谷
派
本
願
寺
蔵
真
蹟
本
）
康
元
二
年
二
月
二
十
七
日

　
ホ
ト
ケ
ニ
ナ
ル
ベ
キ
リ
ヤ
ク
ヲ
ウ
ル
ナ
リ
ト
シ
ル
ベ
シ
ト
ナ
リ

　
「
為
得
大
利
」
と
い
ふ
は
、
天
上
浬
薬
を
さ
と
る
ゆ
へ
に
、
「
則
是

　
具
足
天
上
功
徳
」
と
も
の
た
ま
へ
る
な
り
。
則
と
い
ふ
は
、
す
な
わ
ら
と
い
ふ
、
の
り
と

　
ま
ふ
す
こ
と
ば
な
り
、
如
来
の
本
願
を
信
じ
て
一
念
す
る
に
、
か
な
ら
ず
も
と
め
ざ
る
に

　
天
上
の
功
徳
を
え
し
め
、
し
ら
ざ
る
に
広
大
の
利
益
を
う
る
な
り
、
自
然
に
さ
ま
ざ
ま
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
さ
と
り
を
す
な
わ
ら
ひ
ら
く
法
則
な
り
。
法
則
と
い
ふ
は
、
は
じ
め
て
行
者
の
は
か
ら
ひ

　
に
あ
ら
ず
、
も
と
よ
り
不
可
思
議
の
利
益
に
あ
っ
か
る
こ
と
、
自
然
の
あ
り
さ
ま
と
ま
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
ノ
サ
ダ
マ
リ
タ
ル
ア
リ
サ
マ
ト
イ
フ
コ
コ
ロ

　
す
こ
と
を
し
ら
し
む
る
を
法
則
と
は
い
ふ
な
り
、
　
｛
念
信
心
を
う
る
ひ
と
の
あ
り
さ
ま
の

　
自
然
な
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
を
法
則
と
は
ま
ふ
す
な
り
。
　
（
六
一
【
）

　
こ
れ
に
よ
っ
て
も
云
え
る
よ
う
に
A
群
と
し
て
整
理
し
た
「
自
然
」
の
用
法
に

お
い
て
は
浄
土
の
自
然
、
証
果
の
自
然
、
願
力
自
然
と
い
う
原
理
的
次
元
乃
至
は

所
分
別
の
レ
ベ
ル
で
の
用
法
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
B

群
と
し
て
整
理
し
た
「
自
然
」
は
い
わ
ゆ
る
自
己
の
「
は
か
ら
い
」
の
放
策
と
い

う
次
元
、
能
分
別
の
レ
ベ
ル
の
転
回
の
あ
る
こ
と
が
指
適
さ
れ
て
く
る
。
そ
の
こ

と
は
同
時
に
「
自
然
法
爾
」
の
歴
史
的
、
社
会
的
意
義
の
鮮
明
化
を
意
味
す
る
の

で
あ
る
。

．
さ
て
「
自
然
法
爾
」
の
法
語
に
お
け
る
自
然
の
用
性
の
力
点
が
い
か
に
「
は
か

ら
い
」
の
放
策
に
あ
る
か
る
確
誌
し
て
み
よ
う
。

　
　
、
　
1

2
、

3
、

4

自
（
お
の
つ
か
ら
）
↓
行
者
の
は
か
ら
い
に
あ
ら
ず

然
　
　
（
し
　
か
　
ら
　
し
　
む
）
↓
行
者
の
は
か
ら
い
に
あ
ら
ず

法
上
（
如
来
の
ち
か
い
）
↓
行
者
の
は
か
ら
ひ
の
な
き
を
も
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
て
ひ
と
の
は
じ
め
て
は
か
ら
は

　
　
「
自
然
法
爾
」
消
息
の
意
味
す
る
も
の

5
、

6
、

7
、

8
、

　
こ
の
よ
う
に
行
者
の
は
か
ら
い
を
徹
低
的
に
否
定
し
、

と
い
う
論
理
を
ぶ
ち
あ
て
て

の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
佛
を
対
象
化
し
、
お
の
れ
を
対
象
化
す
る
分
別
の
レ
ベ
ル
を
根
底
か
ら

ひ
る
が
え
す
と
い
う
は
た
ら
き
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
建
長
八
年
（
一
二
五
六
）
の

善
鶯
事
件
を
ピ
ー
ク
と
す
る
異
義
に
対
す
る
深
遠
な
配
慮
と
具
体
的
解
明
と
も
い

う
べ
き
内
客
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ふ
視
点
か
み
る

と
き
、
　
「
自
然
の
や
う
」
と
説
か
れ
る
深
遠
ふ
る
言
葉
も
、
善
鷺
の
「
や
う
や
う

に
ま
う
し
」
た
こ
と
や
、
法
然
門
下
の
「
や
う
や
う
の
義
」
と
い
わ
れ
る
も
の
を

直
視
し
て
の
こ
と
ば
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う

に
能
分
別
の
義
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
佛
智
の
不
思
議
」
に
統
摂
す
る
「

無
義
為
義
」
の
説
示
の
歴
史
的
意
味
が
鮮
明
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
ど
こ
ま
で
も
、
自
分
を
た
て
、
弥
陀
を
た
て
る
と
き
、
そ
れ
に
証
し
て
、
自
分

の
罪
悪
の
凝
視
を
避
け
て
救
い
に
甘
え
る
造
悪
無
碍
の
異
義
に
堕
し
、
或
は
反
対

に
自
己
の
念
佛
の
功
を
誇
っ
て
阿
弥
陀
佛
の
救
い
に
証
し
を
た
て
よ
う
と
す
る
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
な
ぎ
を
義
と
す
と
し
る
べ
し

自
然
（
も
と
よ
り
し
か
ら
し
え
）
↓
も
と
よ
り
行
者
の
は
か
ら
ひ
に
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
者
の
よ
か
ら
ん
と
も
、
あ
し
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
と
も
お
も
は
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ね
に
さ
た
す
べ
き
に
は
あ
ら
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
義
な
き
を
義
と
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
「
愚
智
の
不
思
議
」
の
世
界
へ
と
転
回
さ
せ
て
い
る
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「
自
然
法
．
繭
」
消
息
の
意
味
す
る
も
の

修
賢
善
の
異
解
に
転
落
す
る
と
い
う
。
浄
土
教
的
精
神
構
造
の
二
つ
の
落
し
穴
へ

の
解
明
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
親
密
は
、
こ
の

二
つ
の
異
解
の
根
源
を
見
破
り
、
そ
れ
が
、
ど
こ
ま
で
も
分
別
の
世
界
で
の
で
き

ご
と
を
徹
底
的
に
照
破
す
る
世
界
を
う
ち
た
て
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
親
鷺
の
「
自
然
法
爾
」
の
法
語
は
、
ま
さ
に
成
る
べ
く
し
て

成
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
特
定
の
人
へ
の
も
の
で
は
な
く
て
、
ま
っ
た
く
自
ら

が
告
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
自
督
の
法
語
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

五

　
と
こ
ろ
で
、
親
鷺
の
「
自
然
法
爾
」
の
法
語
に
お
い
て
い
ま
一
つ
の
宗
教
的
境

位
を
次
の
一
文
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
即
ち
、

　
弥
陀
佛
は
自
然
の
や
う
を
し
ら
せ
む
れ
う
な
り

　
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
ば
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
示
さ
れ
て
く
る
親
心
の
佛
身
観
に
視
点
を
お
い
て
み
よ
う
。

　
鞍
置
の
真
宗
が
阿
弥
陀
佛
一
佛
に
専
ら
帰
依
す
る
宗
教
で
あ
り
、
従
っ
て
他
の

神
々
や
、
呪
術
的
傾
向
を
著
し
く
排
除
す
る
こ
と
、
宗
教
的
儀
礼
を
簡
素
化
し
た

点
を
評
価
し
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
え
、
ル
タ
ー
や
ヵ

ル
ヴ
ァ
ン
の
神
学
に
対
比
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
た
の
は
マ
ッ
ク
ス
ウ
エ

ー
バ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
は
次
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
。

　
　
　
＝
二
世
紀
の
初
め
に
創
始
さ
れ
た
真
宗
は
、
も
っ
ぱ
ら
阿
弥
陀
佛
に
対
す

　
　
　
る
敬
度
な
帰
依
を
意
義
づ
け
る
こ
と
で
、
一
切
の
善
業
往
生
を
拒
否
し
た

　
　
　
が
、
す
く
な
く
と
も
こ
の
点
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
プ
ロ

　
　
　
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
中
略
）
こ
の
宗
派
は
、

　
　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
要
素
を
も
っ
と
も
好
ん
で
受
容
で
き
る
階
層
に
属
し

　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
て
い
た
。

　
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
ー
バ
ー
の
こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
R
・
N
・
ベ
ラ
ー
は
こ
う

述
べ
て
い
る
。

　
　
　
浄
土
教
は
、
佛
教
の
ど
の
新
し
い
諸
傾
向
よ
り
も
、
あ
る
見
方
か
ら
す
れ

　
　
　
ば
、
教
を
呪
術
、
俗
信
及
び
儀
礼
か
ら
解
放
す
る
方
向
に
最
も
強
く
軽
ん

　
　
　
だ
。
親
鷺
聖
人
（
一
一
七
三
－
一
二
六
二
）
の
創
始
し
た
浄
土
真
宗
は
、

　
　
　
こ
の
方
向
に
お
い
て
ま
た
他
の
い
ず
れ
の
浄
土
教
派
よ
り
も
進
ん
で
い
た
。

　
　
　
真
宗
の
教
義
の
中
心
は
阿
弥
陀
に
対
す
る
信
仰
の
み
が
救
済
を
も
た
ら
す

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

阿
弥
陀
一
仏
の
み
を
信
ず
る
こ
と
が
効
果
あ
り
と
す
る
の
だ
か
ら
、
他
の

佛
た
ち
へ
の
す
べ
て
の
儀
式
、
呪
文
、
礼
拝
な
ど
は
無
益
で
あ
る
。
　
「
信

心
一
筋
の
強
調
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
多
く
の
佛
教
行
事
が
時
代
お
く

れ
の
俗
信
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
僧
侶
の
婚
姻
禁
止
は
廃
棄
さ
れ
、

肉
食
の
禁
も
ま
た
棄
て
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
以
前
は
世
間
の
悪
評
を
あ

び
た
職
業
も
、
い
ま
や
非
難
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

蓮
如
上
人
（
一
四
一
五
－
一
四
九
九
）
、
彼
は
親
鷺
の
業
績
を
さ
ら
に
展

開
さ
せ
た
。
彼
は
苦
行
や
冥
想
が
、
た
ん
に
心
に
邪
悪
な
考
え
を
お
こ
す

機
会
を
与
え
る
だ
け
だ
と
し
て
、
こ
れ
に
反
対
し
た
。
同
時
に
、
人
間
の

内
面
生
活
は
、
阿
弥
陀
に
全
面
的
に
ゆ
だ
ね
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。

蓮
如
は
、
い
か
な
る
神
道
の
神
々
を
礼
拝
す
る
こ
と
に
も
反
対
し
た
。
こ

の
た
め
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
真
宗
信
徒
の
家
庭
に
は
神
棚
が
な
い
の
で
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⑤

　
　
　
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
ー
バ
ー
や
、
R
・
N
・
ベ
ラ
ー
は
、
弥
陀
一
佛

の
信
仰
の
立
場
か
ら
の
呪
術
的
傾
斜
や
俗
信
的
儀
礼
を
拒
否
し
た
親
鷺
の
真
宗
を

高
く
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
月
一
の
真
宗
は
佛
教
の
中
で
、
最
も
人
格
的
佛
、
一
阿
弥
陀
を
強
く

打
ち
出
し
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
一
見
禅
の
教
義
な
ど
と
は
全
く
背
反

す
る
よ
う
に
み
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
ー
バ
ー
や
R

・
N
・
ベ
ラ
ー
の
論
述
す
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
比
較

さ
れ
、
そ
れ
か
ら
呪
術
、
俗
信
か
ら
の
解
放
と
い
う
方
向
が
高
く
評
価
さ
れ
る
の

で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
隈
隈
の
真
宗
の
世
界
は
そ
の
よ
う
な
一
神
教
的
精
神
構
造
の
み
で
規

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
そ
の
こ
と
を
的
確
に
告
げ
て
い
る
の
が
「
自
然
法
爾
」
の
法
語
の
佛
身
観
で
あ

る
。　

ω
　
天
上
佛
と
ま
ふ
す
は
、
か
た
ち
も
な
く
ま
し
ま
す
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ

　
　
ぬ
ゆ
へ
に
自
然
と
は
ま
ふ
す
な
り
。
か
た
ち
ま
し
ま
す
と
し
め
す
と
き
に
は
、

　
　
元
上
浬
架
と
は
ま
な
さ
ず
。
②
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ぬ
や
う
を
し
ら
せ
ん
と

　
　
て
、
は
じ
め
て
弥
陀
佛
と
ま
ふ
す
と
そ
き
き
な
ら
ひ
て
さ
ふ
ら
ふ
。
弥
陀
佛

　
　
は
自
然
の
や
う
を
し
ら
せ
ん
れ
う
な
り
。

　
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
内
容
は
ω
は
法
性
法
身
で
あ
り
、
②
は
方
便
法
身
で
あ

る
。
こ
の
二
種
法
身
の
不
一
不
異
の
広
路
相
入
を
の
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
「
自
然
法
爾
」
消
息
の
意
味
す
る
も
の

　
　
親
鷺
の
教
学
・
思
想
の
形
成
・
深
化
は
曇
鷺
の
『
往
生
論
註
』
に
あ
る
こ
と

　
　
を
先
に
述
べ
た
が
親
旧
の
二
種
法
身
の
佛
旧
観
は
曇
鷺
の
『
往
生
論
註
」
の

　
　
二
種
法
身
説
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
佛
菩
薩
に
二
種
の
法

　
　
身
ま
し
ま
す
、
一
に
は
法
性
法
身
、
二
に
は
方
便
法
身
な
り
、
法
性
法
身
に

　
　
由
て
方
便
法
身
を
生
ず
、
方
便
法
身
に
由
て
法
性
法
身
を
出
す
、
此
の
二
の

　
　
法
身
は
異
に
し
て
分
つ
べ
か
ら
ず
、
一
に
し
て
同
ず
べ
か
ら
ず
、
是
の
故
に

　
　
三
略
相
回
し
て
統
ず
る
に
法
の
名
を
以
て
す
。

と
の
べ
て
い
る
。

　
親
旧
は
『
唯
信
紗
文
意
』
に
、
こ
れ
を
う
け
て
、

　
　
三
葉
と
い
ふ
は
、
三
明
の
ま
ど
ひ
を
ひ
る
が
へ
し
て
、
先
上
覚
を
さ
と
る
な

　
　
り
。
界
は
さ
か
い
と
い
ふ
、
さ
と
り
を
ひ
ら
く
さ
か
ひ
な
り
と
し
る
べ
し
。

　
　
浬
桑
と
ま
う
す
に
そ
の
名
先
量
な
り
、
く
は
し
く
ま
う
す
に
あ
た
は
ず
、
お

　
　
ろ
お
ろ
そ
の
名
を
あ
ら
は
す
べ
し
。
浬
薬
を
ば
滅
度
と
い
ふ
、
先
為
と
い
ふ

　
　
、
安
楽
と
い
ふ
、
常
楽
と
い
ふ
、
実
相
と
い
ふ
、
法
身
と
い
ふ
、
法
性
と
い

　
　
ふ
、
真
如
と
い
ふ
、
一
如
と
い
ふ
、
佛
性
と
い
ふ
、
佛
性
す
な
わ
ち
如
来
な

　
　
り
、
こ
の
如
来
微
塵
世
界
に
み
ち
み
ち
て
ま
し
ま
す
、
す
な
は
ち
一
切
群
生

　
　
海
の
心
に
み
ち
た
ま
へ
る
な
り
、
草
木
国
土
こ
と
ご
と
く
み
な
成
町
す
と
と

　
　
け
り
。
こ
の
一
切
有
情
の
心
に
方
便
法
身
の
誓
願
を
信
楽
す
る
が
ゆ
へ
に
、

　
　
こ
の
信
心
す
な
は
ち
佛
性
な
り
、
こ
の
佛
性
す
な
は
ち
法
性
な
り
、
法
性
す

　
　
な
は
ち
法
身
な
り
、
し
か
れ
ば
佛
に
つ
い
て
二
種
の
法
身
ま
し
ま
す
、
ひ
と

　
　
つ
に
は
法
性
法
身
と
ま
う
す
、
ふ
た
つ
に
は
方
便
法
身
と
ま
う
す
、
法
性
法

　
　
身
と
ま
う
す
は
、
い
う
も
な
し
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
。
し
か
れ
ば
こ
こ
ろ

　
　
も
お
よ
は
ず
、
こ
と
ば
も
だ
え
た
り
。
こ
の
一
如
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
は
し
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「
自
然
法
爾
」
消
息
の
意
味
す
る
も
の

　
　
て
方
便
法
身
と
ま
う
す
、
そ
の
御
す
が
た
に
法
蔵
比
丘
と
な
の
り
た
ま
ひ
て

　
　
不
可
思
議
の
四
十
八
の
大
誓
願
を
お
こ
し
あ
ら
は
し
た
ま
ふ
な
り
（
中
略
）

　
　
こ
の
如
来
す
な
は
ち
誓
願
の
業
因
に
む
く
ひ
た
ま
ひ
て
報
身
如
来
と
ま
う
す

　
　
な
り
、
す
な
は
ち
阿
弥
陀
如
来
と
ま
う
す
な
り
。

　
こ
の
よ
う
に
親
愛
の
真
宗
に
お
け
る
阿
弥
陀
佛
の
人
格
性
（
動
態
）
は
そ
の
ま

ま
一
如
、
寂
滅
、
無
為
と
い
う
人
格
性
を
こ
え
た
世
界
（
静
態
）
の
転
回
で
あ
る

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
『
自
然
法
爾
」
の
法
語
は
「
弥
陀
佛
は
自
然
の

や
う
を
し
ら
せ
ん
れ
う
な
り
」
と
ま
で
云
い
き
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
お
よ
そ
。
佛
教
で
は
真
実
の
世
界
、
佛
の
世
界
、
悟
り
の
世
界
を
表
現
す
る
の

に
二
つ
の
方
向
性
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
一
は
無
相
的
表
現
で
あ
り
そ
の
二
は
有

相
的
表
現
で
あ
る
。

　
親
鶯
の
場
合
、
こ
の
二
つ
の
方
向
性
が
、
相
即
的
に
説
か
れ
て
い
る
。

　
即
ち
、
無
相
的
表
現
を
と
る
も
の
と
し
て
、
滅
度
、
上
上
、
出
差
寂
滅
、
無
上

浬
築
、
無
為
法
身
、
実
相
、
法
性
、
真
如
、
一
如
、
安
楽
、
悪
性
、
無
上
覚
、
宝

海
、
解
脱
、
虚
無
、
不
生
不
滅
、
不
破
不
懐
、
自
然
虚
無
之
身
無
極
の
体
な
ど
と

示
し
、
有
相
的
表
現
と
し
て
示
さ
れ
る
と
き
、
方
便
法
身
、
浄
土
の
相
好
荘
宏
相

と
し
て
具
体
的
に
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
願
の
世
界
と
し
て
、
潜
心
荘

宏
の
展
開
と
し
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
開
示
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
親
書
に
お
い
て
、
方
便
法
身
の
開
示
は
、
先
に
あ
げ
た
『
唯
信
鋤
文
意
』
に
「

そ
の
御
す
が
た
法
蔵
比
丘
と
な
の
り
た
ま
ひ
て
不
可
思
議
の
四
十
八
願
の
大
誓
願

を
お
こ
し
あ
ら
は
し
た
ま
ふ
な
り
（
中
略
）
こ
の
如
来
す
な
は
ち
誓
願
の
業
因
に

む
く
ひ
た
ま
ひ
て
報
身
如
来
と
ま
う
す
な
り
、
す
な
は
ち
阿
弥
陀
如
来
と
ま
う
す

な
り
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
衆
生
の
往
生
と
命
運
を
共
に
し
た
誓
い
、

約
束
の
本
願
に
二
三
し
た
報
身
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
も
の
の
に
ぐ
る
を
お
わ
え
と

る
な
り
」
と
ま
で
告
げ
ら
れ
る
人
格
的
、
有
相
的
表
現
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
い
ま
、
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
に
切
迫
し
た
人
格
－

弥
陀
一
佛
の
世
界
を
説
き
明
し
て
も
、
そ
の
根
深
は

　
　
無
為
法
身
と
い
ふ
は
、
法
性
身
な
り
、
法
性
寂
滅
な
る
が
故
に
法
身
先
相
な

　
　
り
、
先
相
の
故
に
能
く
相
な
ら
ざ
る
こ
と
な
し
、
こ
の
故
に
相
好
荘
宏
即
法

　
　
身
な
り

と
い
わ
れ
る
世
界
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
弥
陀
佛
は
自
然
の
や
う
を
し
ら
せ
ん

れ
う
な
り
」
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
で
は
、
そ
こ
ま
で
、
弥
陀
一
子
の
世
界
を
鮮
明
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
本
来
「

自
然
の
や
う
を
し
ら
せ
ん
れ
う
な
り
」
と
ま
で
昇
華
し
た
表
現
に
よ
る
無
相
的
真

実
の
世
界
を
説
示
し
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
筆
者
は
こ
れ
に
つ
い
て
三
つ
の
視
点
を
い
だ
い
て
い
る
。
一
つ
に
は
、
偶
像
崇

拝
の
否
定
で
あ
り
、
二
つ
に
は
佛
教
的
真
実
の
世
界
、
ひ
い
て
は
宗
教
的
真
実
の

世
界
は
、
人
間
の
欲
望
の
単
純
肯
定
の
世
界
で
は
な
い
、
人
間
の
色
、
断
つ
ま
り

感
覚
の
世
界
で
は
と
ど
か
な
い
境
位
で
あ
る
こ
と
、
三
つ
に
は
、
佛
と
は
私
の
存

在
に
お
い
て
、
対
象
化
す
べ
き
存
在
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
う
の
で
あ

る
。　

第
一
の
視
点
に
つ
い
て
は
親
鷺
の
名
号
本
尊
の
案
出
と
い
う
こ
と
が
ら
に
も
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

く
か
か
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
親
鷺
に
と
っ
て
の
形
像
本
尊
は
「
方
便
法
身
の

尊
形
」
と
い
わ
れ
る
と
お
り
、
　
「
方
便
」
と
は
、
原
語
が
q
燭
9
、
唄
①
で
あ
り
「
近

づ
く
」
　
「
到
達
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
名
詞
で
は
「
道
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
の
行
も
及
び
が
た
い
凡
夫
（
不
実
、
虚
妄
な
存
在
）
の
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真
実
化
の
た
め
に
無
相
的
真
実
が
、
価
値
を
減
ぜ
ず
到
達
す
る
は
た
ら
き
、
真
実

化
の
は
た
ら
き
、
そ
し
て
そ
れ
の
み
が
、
凡
夫
と
い
わ
れ
る
悩
み
煩
う
私
が
転
成

さ
れ
て
ゆ
く
約
束
、
誓
い
の
「
道
」
な
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
親
鷺
の
佛
身
観
な

の
で
あ
る
。
　
「
自
然
の
よ
う
」
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
佛
の
像
や
形
に
救
わ

れ
て
ゆ
く
の
で
は
な
い
と
い
う
教
学
、
思
想
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
第
二
の
視
点
に
つ
い
て
は
、
　
近
時
、
　
宗
教
否
定
の
論
理
と
し
て
主
張
さ
れ
る

「
神
が
人
間
を
造
っ
た
の
で
は
な
く
人
間
の
欲
望
が
神
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
」
と

い
う
よ
う
な
、
人
間
欲
求
が
幻
想
的
に
懐
く
観
念
的
世
界
、
ひ
い
て
は
、
人
間
が

欲
求
不
満
を
覚
え
な
い
社
会
の
実
現
に
よ
っ
て
、
人
間
の
欲
望
の
延
長
で
あ
る
宗

教
の
世
界
は
不
必
要
で
あ
る
と
い
っ
た
思
想
傾
向
に
つ
い
て
の
根
本
的
対
応
の
明

示
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
佛
教
の
無
相
的
真
実
の
世
界
、
親
鷺
の
「
い
う
も

な
く
、
か
た
ち
も
お
は
し
ま
さ
ぬ
」
世
界
と
は
、
人
間
の
欲
望
の
単
純
肯
定
は
も

と
よ
り
人
間
の
欲
求
が
描
く
幻
想
的
世
界
を
根
源
的
に
否
定
し
た
世
界
を
云
い
当

て
て
い
る
の
で
あ
る
。
親
鷺
の
真
宗
に
お
い
て
こ
の
無
相
的
真
実
に
根
糠
を
も
つ

「
他
力
廻
向
の
信
」
と
い
わ
れ
「
至
心
は
信
楽
の
体
で
あ
り
、
欲
生
は
信
楽
の
義

別
で
あ
る
」
と
示
さ
れ
る
教
学
、
思
想
は
、
人
間
の
欲
望
の
延
長
は
民
族
宗
教
と

し
て
否
定
さ
れ
、
他
力
廻
向
の
真
実
心
の
成
立
に
よ
る
人
間
の
変
革
、
そ
の
真
実

心
の
義
別
と
し
て
の
欲
生
心
の
境
位
は
ま
さ
に
世
界
宗
教
と
し
て
の
面
目
を
浮
彫

り
に
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
三
の
視
点
に
つ
い
て
は
、
佛
は
人
間
に
お
い
て
の
対
象
で
な
い
と
い
う
力
点

は
、
佛
を
分
別
の
対
象
と
す
る
と
き
、
自
己
も
相
対
的
に
た
て
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
と
い
う
致
命
的
な
有
り
方
に
メ
ス
を
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
佛
の
は
た

　
　
　
　
　
「
自
然
法
爾
」
消
息
の
意
味
す
る
も
の

ら
き
が
自
然
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
阿
弥
陀
佛
を
対
象
化
し
、
従
っ
て
自
己
も
対

象
化
さ
れ
た
レ
ベ
ル
を
根
源
的
に
転
成
す
る
は
た
ら
き
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
た
も

の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
佛
教
本
来
の
縁
起
的
有
り
方
に
基
づ
く
も

の
で
、
す
べ
て
の
あ
り
方
が
縁
起
、
無
自
性
、
つ
ま
り
、
対
象
化
さ
れ
る
も
の
、

独
立
し
て
い
る
も
の
、
一
切
が
否
定
さ
れ
る
と
い
う
基
礎
的
理
念
に
源
流
す
る
も

の
で
あ
る
。
　
「
自
然
法
爾
」
の
教
学
、
思
想
は
こ
の
よ
う
な
世
界
の
は
た
ら
き
で

あ
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
短
大
国
文
学
科
助
教
授
）

①＠＠④＠＠

親
穂
の
「
自
然
法
爾
」
の
法
語
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
に
三
種
あ
る
。

一
は
顕
智
の
聞
書
で
あ
り
、
　
二
は
未
三
二
で
あ
り
、
三
は
文
明
開
版
の
和
讃
末
尾
に

蒐
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
あ
げ
た
の
は
、
第
二
の
西
盛
繋
累
潤
目
（
草
聖
全
二
、
六
六
三
～
六
六
四
）

で
あ
る
。

宮
崎
円
遵
博
士
『
親
旧
聖
人
全
集
」
　
（
書
簡
篇
）
解
説
な
ど
参
照

石
田
充
之
博
士
「
親
鷺
聖
人
に
於
け
る
思
想
深
化
の
問
題
」
　
（
顕
真
学
苑
論
集
四
十

九
号
）
　
「
親
爺
に
み
ら
れ
る
自
然
法
爾
思
想
の
浄
土
教
思
想
的
意
義
」
　
（
「
親
轡
…
教

学
の
基
礎
的
研
究
』
所
収
）
な
ど
参
照

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
ー
バ
ー
「
ア
ジ
ア
諸
宗
教
意
識
と
救
済
者
宗
教
意
識
」

（
「
宗
教
社
会
学
論
集
」
第
二
巻
第
三
章
所
収
）

R
・
N
・
ベ
ラ
ー
「
日
本
宗
教
」
　
（
「
日
本
近
代
化
と
宗
教
論
理
」
堀
、
池
田
共
訳

梅
原
真
隆
「
卜
占
と
名
号
本
尊
」

〔
主
な
参
考
文
献
〕

　
　
宮
崎
円
遵
「
真
宗
書
誌
学
の
研
究
」

　
　
石
田
充
之
『
親
旧
教
学
の
基
礎
的
研
究
」

　
　
二
葉
憲
香
『
親
鷺
の
研
究
』

　
　
西
本
願
寺
教
学
振
興
委
員
会
編
「
歴
史
の
な
か
の
親
驚
」
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「
自
然
法
爾
」
消
息
の
意
味
す
る
も
の

同
右
『
現
代
に
生
き
る
親
驚
」

梅
原
真
隆
「
自
然
法
爾
の
開
顕
」
　
（
『
佛
教
の
根
本
真
理
」
所
収
）

森
　
竜
吉
「
親
驚
随
想
」
1
そ
の
精
神
と
風
土
i

　
　
　
　
「
自
然
法
爾
」
消
息
の
成
立
に
つ
い
て
（
「
史
学
雑
誌
」
六
〇
・
七
）
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